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（百万円未満切捨て）
１．2022年3月期の連結業績（2021年4月1日～2022年3月31日）
（1）　連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期

2021年3月期

（注）包括利益 2022年3月期　34,240百万円　（△6.9％） 2021年3月期　36,763百万円　（51.0％）

1株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
1株当たり

当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年3月期

2021年3月期

（参考）持分法投資損益 2022年3月期　-百万円 2021年3月期　8百万円

（2）　連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期

2021年3月期

（参考）自己資本 2022年3月期　343,120百万円 2021年3月期　342,329百万円

（3）　連結キャッシュ・フローの状況

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年3月期

2021年3月期

２．配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年3月期

2022年3月期

2023年3月期（予想）

３．2023年3月期の連結業績予想（2022年4月1日～2023年3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり当期

純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

（注）当社は、本日（2022年5月10日）開催の取締役会において、総額100億円を上限とする自己株式の取得を決議しました。
上記１株当たり当期純利益（予想）につきましては、当該自己株式取得の影響を考慮して算出しています。
　自己株式取得の詳細につきましては、本日公表の「自己株式取得に係る事項の決定に関するお知らせ」をご参照ください。
　なお、「２．配当の状況」の2023年3月期（予想）における配当性向につきましても、当該自己株式の取得による影響を考慮
しています。

第2四半期（累計） 180,000 0.2 14,000 △30.4 15,000 △30.8 9,000 △32.1

29.075.00 150.00
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2022年3月期　決算短信〔日本基準〕（連結）
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△25,486

70.00 140.00－

6.9
8.4

△27,109



※　注記事項

（1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 - 社 （社名） 、 除外 - 社 （社名）

（2）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料13ページ（会計方針の変更）をご覧ください。

（3）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期 株 2021年3月期 株

② 期末自己株式数 2022年3月期 株 2021年3月期 株

③ 期中平均株式数 2022年3月期 株 2021年3月期 株

（参考）個別業績の概要
2022年3月期の個別業績（2021年4月1日～2022年3月31日）
（1）　個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期

2021年3月期

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期

2021年3月期

（2）　個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期

2021年3月期

（参考）自己資本 2022年3月期　223,541百万円 2021年3月期　234,199百万円

※　決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（決算補足説明資料の入手方法）

　決算補足説明資料は2022年5月10日（火）に当社ウェブサイトに掲載いたします。

80.7
4,488.66
4,556.61

276,512
290,346

223,541
234,199

80.8

219,577

50,487,172

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況　（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況

当期における世界経済は、新型コロナウイルス感染症拡大からの正常化を模索する中、世界的な需要回復による半

導体や電子部品を中心とした部品調達の逼迫に加え、エネルギー価格や原材料価格の高騰、一部の国や地域での感染

再拡大による経済活動の制限、地政学的リスクの高まり等、不透明感の増す状況が続いております。また国内経済に

おいてもワクチン接種普及により、経済の持ち直しが期待されるものの、感染再拡大のリスクの高まりや景況感の足

踏み等、引き続き予断を許さない状況となっております。

国内の住宅関連業界は、新設住宅着工戸数において弱含みの動きが見られ、住宅設備機器業界においても持ち直し

に停滞の動きが出てきております。

このような状況の中、当社グループは当期を初年度とする新たな中期経営計画「Ｎｅｗ ＥＲＡ ２０２５」を策定

いたしました。３つの戦略ストーリーである「社会課題解決への貢献」、「事業規模の拡大」、「企業体質の変革」

のもと、生活の質向上に貢献するオート調理機能付きコンロ「Ｌｉｓｓｅ（リッセ）」のモデルチェンジや無水調理

鍋「Ｌｅｇｇｉｅｒｏ（レジェロ）」の発売、脱炭素社会に向けた長期企業方針を定めた「ＲＩＭ ２０５０」の発

表等、お客様との約束である「Creating a healthier way of living（健全で心地よい暮らし方を創造）」の実現と

持続的で堅実な長期成長に向けた取り組みを着実に進めております。

当期の業績は、販売面につきましては、部品調達の逼迫により工場生産に支障が出たことによる国内外への供給遅

延で国内販売が減少したものの、中国やアメリカを筆頭に海外各地で主力商品が伸長したことで増収となりました。

損益面につきましては、国内販売が減少したことに加え、原材料価格やアメリカ向け海上運賃を始めとする物流費の

高騰が影響し当社グループの営業利益は減益となりました。

この結果、売上高は３,６６１億８５百万円（前期比６.３％増）、営業利益は３５８億６４百万円（前期比１１.

９％減）、経常利益は３９０億６０百万円（前期比７.９％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は２３７億４８

百万円（前期比１３.９％減）となりました。

セグメントの業績の概況は次のとおりであります。

〈日本〉

期初は主力の給湯器やビルトインコンロ、成長品目のガス衣類乾燥機等の販売が好調に推移したものの、１０月以

降に一部部品調達の逼迫による生産への影響が顕在化したことで、販売が大きく減少しました。加えて原材料価格や

物流費の高騰が続き、日本の売上高は１,７１５億３３百万円（前期比６.３％減）、営業利益は１７４億３９百万円

（前期比２８.９％減）となりました。

〈アメリカ〉

国際物流の混乱や部品調達の逼迫により日本からの供給に影響が生じるも、タンクレス給湯器の需要が一段と加速

していることに加え、住宅市場も堅調に推移したことで販売が拡大し、アメリカの売上高は４４７億５２百万円（前

期比２１.０％増）となりました。一方で仕入れコストの上昇や新工場稼働に向けた人件費の増加により、営業利益

は２１億８百万円（前期比３.２％減）となりました。

〈オーストラリア〉

部品調達の逼迫により日本からの給湯器の供給に影響が出たものの、感染拡大に伴う在宅時間の増加に伴い暖房機

器販売が堅調に推移しました。また原材料価格や物流費が高騰する中、生産性の改善も進み、オーストラリアの売上

高は２５７億６４百万円（前期比６.０％増）、営業利益は１６億２０百万円（前期比７７.７％増）となりました。

〈中国〉

好調が続くインターネット販売に加え、前期は活動制限により落ち込みを見せた実店舗販売も回復し、主力の給湯

器やボイラー販売が伸長しました。原材料価格が高騰する中、原価低減や高付加価値商品の販売拡大を通じ、中国の

売上高は５２７億７８百万円（前期比２８.２％増）、営業利益は６７億５２百万円（前期比１.３％増）となりまし

た。

〈韓国〉

環境規制強化に伴い高効率ボイラーの販売が伸長しました。原価低減活動等による収益改善も進み、韓国の売上高

は３２１億２４百万円（前期比１３.３％増）、営業利益は１０億４１百万円（前期比６３６.７％増）となりまし

た。

〈インドネシア〉

新型コロナウイルス感染症の感染拡大による社会活動制限で主力のテーブルコンロ販売が弱含んだものの、高価格

帯のビルトインコンロやレンジフードの販売は自宅での調理ニーズの高まりや商品ラインアップ拡充に加え、物件受

注もあったことで好調が続き、インドネシアの売上高は１３５億８７百万円（前期比２０.８％増）、営業利益は２

８億２６百万円（前期比１６.６％増）となりました。
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機器別

前連結会計年度

（2020年４月１日～

　2021年３月31日）

当連結会計年度

（2021年４月１日～

　2022年３月31日）

増　　減

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

（百万円） （％） （百万円） （％） （百万円） （％）

給湯機器 195,755 56.8 211,026 57.6 15,270 7.8

厨房機器 88,441 25.7 85,531 23.4 △2,909 △3.3

空調機器 19,013 5.5 21,109 5.8 2,096 11.0

業用機器 7,726 2.2 9,007 2.5 1,280 16.6

その他 33,428 9.7 39,509 10.8 6,081 18.2

合　計 344,364 100.0 366,185 100.0 21,820 6.3

前連結会計年度

（2020年４月１日～2021年３月31日）

当連結会計年度

（2021年４月１日～2022年３月31日）

アジア その他の
地域

計 アジア その他の
地域

計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 97,187 71,281 168,469 117,289 86,878 204,167

Ⅱ　連結売上高（百万円） － － 344,364 － － 366,185

Ⅲ　海外売上高の連結売上高

に占める割合（％）
28.2 20.7 48.9 32.0 23.7 55.8

（参考１）機器別売上高の内訳

（参考２）海外売上高

注）海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高です。

(2）当期の財政状態の概況

　当連結会計年度末の総資産は、棚卸資産が増加したこと等により、前連結会計年度末に比べて１５５億７５百万

円増加し５,１２８億６７百万円となりました。

　負債の合計は、支払手形及び買掛金が増加したこと等により、前連結会計年度末に比べて８０億３７百万円増加

し１,３４０億１０百万円となりました。

　また、純資産については、親会社株主に帰属する当期純利益の計上の一方で、自己株式の取得及び消却をしたこ

と等により、前連結会計年度末に比べて７５億３７百万円増加の３,７８８億５６百万円となりました。

　この結果、当連結会計年度末の自己資本比率は６６.９％となりました。

(3）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物は（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べて

１８５億５１百万円減少し、１,４７９億７２百万円（前期比１１.１％減）となりました。

　当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　主に営業利益の確保による資金の増加、法人税等の支払による資金の減少等の結果、営業活動によって得られた

資金は２８６億９６百万円（前期比４２.０％減）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　主に有形固定資産の取得による支出等により、投資活動の結果支出した資金は２５４億８６百万円（前期比６

１.１％増）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　主に自己株式の取得による支出や配当金の支払い等により、財務活動の結果支出した資金は２７１億９百万円

（前期比２７２.９％増）となりました。
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(4）今後の見通し

今後の業績見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症の感染再拡大による中国でのロックダウンや地政学

的リスクの高まりといった不確実性が高まる状況下で、エネルギーや原材料価格の更なる高騰、インフレーションの

進展、サプライチェーンの混乱など、当社グループを取り巻く事業環境は引き続き厳しい状況が継続するものと想定

しております。

このような状況のもと、当社グループは中期経営計画「Ｎｅｗ ＥＲＡ ２０２５」のもと、健全で心地よい暮らし

方を創造する企業として、「生活の質の向上」と「地球環境問題への対応」をテーマに、様々な商品・サービスを提

供してまいります。国内においては、供給遅延の早期解決を最優先課題として捉え、サプライチェーンの再構築、強

靭化を進めるとともに、生活の質の向上に貢献するガス衣類乾燥機や食器洗い乾燥機、地球温暖化対策に貢献するハ

イブリッド給湯・暖房システム「ＥＣＯ ＯＮＥ（エコワン）」などの環境・省エネ性に優れた給湯機器など、当社

のビジネスとして独自性の強い商品群の販売を強化してまいります。また海外において、主力市場であるアメリカで

は新工場稼働により、好調な需要が続くタンクレスガス給湯器の本格的な現地生産を始動させ、中国では拡大が見込

まれるインターネット販売の更なる強化を進めるとともに、新興国や未進出地域への事業拡大を進めると共に脱炭素

社会への取組みが速い地域への商品対策を進めてまいります。

２０２３年３月期の業績見通しは、売上高４,０００億円（前期比９.２％増）、営業利益４１０億円（前期比１

４.３％増）、経常利益４２５億円（前期比８.８％増）、親会社株主に帰属する当期純利益２５５億円（前期比７.

４％増）を予想しております。
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２．企業集団の状況

　当社グループは、当社および子会社４５社、ならびに関連会社２社、計４８社で構成され、そのうち連結子会社は

３７社であり、熱機器の製品および部品の製造・販売事業と、これに付帯する事業を行っております。

　事業の系統図は次のとおりであります。

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、企業間及び経年での比較可能性を確保するため、当社の連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、

様式及び作成方法に関する規則（第７章及び第８章を除く）」（1976年大蔵省令第28号）に基づいて作成しておりま

す。

　なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 186,412 173,235

受取手形及び売掛金 74,997 -

受取手形、売掛金及び契約資産 - 75,596

電子記録債権 9,350 7,641

有価証券 18,522 12,250

商品及び製品 25,532 36,078

原材料及び貯蔵品 17,558 28,548

その他 2,531 4,698

貸倒引当金 △2,751 △4,093

流動資産合計 332,153 333,956

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 74,800 79,238

減価償却累計額 △40,579 △43,133

建物及び構築物（純額） 34,221 36,104

機械装置及び運搬具 63,114 67,194

減価償却累計額 △47,495 △51,509

機械装置及び運搬具（純額） 15,618 15,684

工具、器具及び備品 38,138 38,209

減価償却累計額 △33,612 △34,192

工具、器具及び備品（純額） 4,525 4,016

土地 24,078 24,995

リース資産 4,513 5,047

減価償却累計額 △1,118 △1,145

リース資産（純額） 3,394 3,902

建設仮勘定 4,834 15,894

有形固定資産合計 86,672 100,598

無形固定資産 3,232 3,792

投資その他の資産

投資有価証券 40,783 44,620

退職給付に係る資産 28,096 23,371

繰延税金資産 3,774 4,299

その他 2,637 2,383

貸倒引当金 △57 △153

投資その他の資産合計 75,234 74,520

固定資産合計 165,138 178,910

資産合計 497,291 512,867

４．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当連結会計年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 21,974 26,433

電子記録債務 33,527 33,293

未払金 17,087 19,728

未払消費税等 2,794 1,179

未払法人税等 7,380 4,106

賞与引当金 4,804 5,162

製品保証引当金 3,568 3,868

その他 8,400 15,031

流動負債合計 99,538 108,803

固定負債

繰延税金負債 10,926 10,109

環境対策引当金 2,255 2,255

退職給付に係る負債 9,660 8,769

その他 3,592 4,073

固定負債合計 26,434 25,206

負債合計 125,973 134,010

純資産の部

株主資本

資本金 6,459 6,484

資本剰余金 8,648 8,673

利益剰余金 315,992 315,593

自己株式 △1,881 △2,330

株主資本合計 329,219 328,419

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,058 4,582

為替換算調整勘定 △2,885 4,925

退職給付に係る調整累計額 9,937 5,193

その他の包括利益累計額合計 13,110 14,700

非支配株主持分 28,989 35,736

純資産合計 371,318 378,856

負債純資産合計 497,291 512,867
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

売上高 344,364 366,185

売上原価 229,032 249,628

売上総利益 115,331 116,556

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 9,370 11,070

広告宣伝費 3,444 3,082

販売促進費 8,117 6,914

製品保証引当金繰入額 3,494 3,771

給料及び賞与 23,397 26,197

賞与引当金繰入額 2,401 2,565

退職給付費用 500 31

減価償却費 2,663 2,864

貸倒引当金繰入額 325 1,659

その他 20,924 22,534

販売費及び一般管理費合計 74,641 80,692

営業利益 40,690 35,864

営業外収益

受取利息 957 1,141

受取配当金 371 378

為替差益 - 1,144

その他 851 1,289

営業外収益合計 2,179 3,955

営業外費用

支払利息 50 64

為替差損 115 -

固定資産除却損 193 181

条件付取得対価に係る公正価値変動額 - 383

その他 110 130

営業外費用合計 469 759

経常利益 42,400 39,060

特別利益

投資有価証券売却益 1,445 -

特別利益合計 1,445 -

税金等調整前当期純利益 43,846 39,060

法人税、住民税及び事業税 11,017 9,266

法人税等調整額 585 786

法人税等合計 11,602 10,053

当期純利益 32,243 29,006

非支配株主に帰属する当期純利益 4,662 5,258

親会社株主に帰属する当期純利益 27,581 23,748

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

当期純利益 32,243 29,006

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 916 △1,432

為替換算調整勘定 △1,110 11,376

退職給付に係る調整額 4,711 △4,710

持分法適用会社に対する持分相当額 2 -

その他の包括利益合計 4,519 5,233

包括利益 36,763 34,240

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 32,230 25,339

非支配株主に係る包括利益 4,533 8,901

（連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,459 8,756 293,807 △1,870 307,153

会計方針の変更による累積
的影響額

-

会計方針の変更を反映した当
期首残高

6,459 8,756 293,807 △1,870 307,153

当期変動額

新株の発行 -

剰余金の配当 △5,396 △5,396

親会社株主に帰属する当期
純利益

27,581 27,581

自己株式の取得 △10 △10

自己株式の処分 -

自己株式の消却 -

合併による減少 -

利益剰余金から資本剰余金
への振替

-

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動

△108 △108

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 - △108 22,184 △10 22,065

当期末残高 6,459 8,648 315,992 △1,881 329,219

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券
評価差額金

為替換算調整勘定
退職給付に係る調

整累計額
その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 5,144 △1,908 5,225 8,461 25,343 340,959

会計方針の変更による累積
的影響額

-

会計方針の変更を反映した当
期首残高

5,144 △1,908 5,225 8,461 25,343 340,959

当期変動額

新株の発行 -

剰余金の配当 △5,396

親会社株主に帰属する当期
純利益

27,581

自己株式の取得 △10

自己株式の処分 -

自己株式の消却 -

合併による減少 -

利益剰余金から資本剰余金
への振替

-

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動

△108

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

913 △977 4,712 4,648 3,645 8,293

当期変動額合計 913 △977 4,712 4,648 3,645 30,359

当期末残高 6,058 △2,885 9,937 13,110 28,989 371,318

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,459 8,648 315,992 △1,881 329,219

会計方針の変更による累積
的影響額

△8 △8

会計方針の変更を反映した当
期首残高

6,459 8,648 315,984 △1,881 329,211

当期変動額

新株の発行 24 24 49

剰余金の配当 △7,083 △7,083

親会社株主に帰属する当期
純利益

23,748 23,748

自己株式の取得 △17,433 △17,433

自己株式の処分 0 0 0

自己株式の消却 △16,983 16,983 -

合併による減少 △72 △72

利益剰余金から資本剰余金
への振替

16,983 △16,983 -

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動

-

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 24 24 △391 △449 △791

当期末残高 6,484 8,673 315,593 △2,330 328,419

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券
評価差額金

為替換算調整勘定
退職給付に係る調

整累計額
その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 6,058 △2,885 9,937 13,110 28,989 371,318

会計方針の変更による累積
的影響額

△8

会計方針の変更を反映した当
期首残高

6,058 △2,885 9,937 13,110 28,989 371,310

当期変動額

新株の発行 49

剰余金の配当 △7,083

親会社株主に帰属する当期
純利益

23,748

自己株式の取得 △17,433

自己株式の処分 0

自己株式の消却 -

合併による減少 △72

利益剰余金から資本剰余金
への振替

-

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動

-

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△1,476 7,811 △4,744 1,590 6,747 8,337

当期変動額合計 △1,476 7,811 △4,744 1,590 6,747 7,545

当期末残高 4,582 4,925 5,193 14,700 35,736 378,856

当連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2020年４月１日
　至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日

　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 43,846 39,060

減価償却費 11,413 11,794

貸倒引当金の増減額（△は減少） 650 1,106

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △645 △2,466

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 222 △529

受取利息及び受取配当金 △1,328 △1,520

投資有価証券売却損益（△は益） △1,445 △106

売上債権の増減額（△は増加） △8,506 -

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） - 5,672

棚卸資産の増減額（△は増加） 1,086 △18,124

仕入債務の増減額（△は減少） 6,332 2,362

未払消費税等の増減額（△は減少） △84 △1,750

その他の負債の増減額（△は減少） 4,310 5,448

その他 1,011 △938

小計 56,862 40,007

利息及び配当金の受取額 1,339 1,445

利息の支払額 △50 △65

特別退職金の支払額 △142 -

法人税等の支払額 △8,516 △12,691

営業活動によるキャッシュ・フロー 49,491 28,696

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △37,492 △44,718

定期預金の払戻による収入 33,453 41,595

有価証券の取得による支出 △1,122 △1,487

有価証券の償還による収入 1,384 1,775

有形固定資産の取得による支出 △12,609 △20,227

無形固定資産の取得による支出 △672 △612

投資有価証券の取得による支出 △5,420 △8,845

投資有価証券の売却及び償還による収入 6,786 7,128

その他 △128 △93

投資活動によるキャッシュ・フロー △15,820 △25,486

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △10 △17,434

配当金の支払額 △5,395 △7,080

非支配株主への配当金の支払額 △455 △1,800

その他 △1,407 △793

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,269 △27,109

現金及び現金同等物に係る換算差額 △15 4,967

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 26,385 △18,931

現金及び現金同等物の期首残高 140,138 166,524

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 - 94

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の

増加額
- 285

現金及び現金同等物の期末残高 166,524 147,972

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー

ビスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することにいたしました。これによる主な変更点としては、

従来、販売費及び一般管理費として計上していた顧客に支払われる対価について、当連結会計年度より売上高から

控除しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取り扱いに従って

おり、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期

首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。なお、当該会計基準等の適用が

連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、当連結会計年度より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示することといた

しました。また、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フロ

ー」に表示していた「売上債権の増減額(△は増加)」は、当連結会計年度より「売上債権及び契約資産の増減額

(△は増加)」に含めて表示することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱い

に従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新

たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他

(注)３

調整額

（注）

４，５

連結財務諸

表計上額

（注）６
日本

アメリカ

(注)１

オースト

ラリア

(注)２

中国 韓国
インド

ネシア
計

売上高

外部顧客への売上高 183,136 36,971 24,311 41,160 28,358 11,248 325,187 19,177 － 344,364

セグメント間の内部

売上高又は振替高
37,596 － 93 1,751 676 518 40,635 2,088 (42,724) －

計 220,733 36,971 24,404 42,912 29,034 11,766 365,823 21,265 (42,724) 344,364

セグメント利益 24,544 2,177 911 6,667 141 2,423 36,866 2,881 943 40,690

セグメント資産 364,659 25,949 24,950 51,786 17,895 13,758 499,000 30,697 (32,405) 497,291

その他の項目

減価償却費 7,095 345 557 1,479 1,088 301 10,868 544 － 11,413

持分法適用会社への

投資額
－ － － － － － － 290 － 290

のれんの償却額 133 － 27 － － － 161 － － 161

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額
9,089 1,488 1,141 736 820 115 13,394 580 － 13,974

(セグメント情報)

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、経営者が経営資源の配分

の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、主に熱機器等を生産・販売しており、国内においては当社及び子会社が、海外においてはアメリカ、オー

ストラリア等の各地域を、主に当該国に所在する法人がそれぞれ担当しております。現地法人はそれぞれ独立した経

営単位であり、取り扱う製品について各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社は、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、「アメリ

カ」、「オーストラリア」、「中国」、「韓国」、「インドネシア」の６つを報告セグメントとしております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成のために採用している会計処理の方法と概

ね同一であります。

事業セグメントの利益は、営業利益をベースとした数値であります。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2020年４月１日  至　2021年３月31日）

(注)　１．「アメリカ」の区分は、包括的な販売戦略に基づき一体とした事業活動を行うカナダの現地法人を含んで

おります。

２．「オーストラリア」の区分は、生産体制を補完し一体とした事業活動を行うマレーシアの現地法人を含ん

でおります。

３．その他には、台湾、タイ、ベトナム、ニュージーランド、ブラジル等の現地法人の事業活動を含んでおり

ます。

４．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

５．セグメント資産の調整額は、セグメント間取引消去であります。

６．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他

(注)３

調整額

（注）

４，５

連結財務諸

表計上額

（注）６
日本

アメリカ

(注)１

オースト

ラリア

(注)２

中国 韓国
インド

ネシア
計

売上高

外部顧客への売上高 171,533 44,752 25,764 52,778 32,124 13,587 340,540 25,644 － 366,185

セグメント間の内部

売上高又は振替高
42,939 － 131 2,402 1,165 710 47,349 2,431 (49,780) －

計 214,472 44,752 25,895 55,181 33,290 14,297 387,890 28,075 (49,780) 366,185

セグメント利益 17,439 2,108 1,620 6,752 1,041 2,826 31,789 4,280 (205) 35,864

セグメント資産 343,663 33,843 27,654 72,029 20,240 14,519 511,950 37,272 (36,356) 512,867

その他の項目

減価償却費 7,474 360 599 1,408 1,018 308 11,169 624 － 11,794

持分法適用会社への

投資額
－ － － － － － － － － －

のれんの償却額 － 13 12 － － － 25 19 － 45

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額

（注）７

13,046 6,163 342 1,984 994 117 22,649 646 － 23,295

当連結会計年度（自　2021年４月１日  至　2022年３月31日）

(注)　１．「アメリカ」の区分は、包括的な販売戦略に基づき一体とした事業活動を行うカナダ及びメキシコの現地

法人を含んでおります。

２．「オーストラリア」の区分は、生産体制を補完し一体とした事業活動を行うマレーシアの現地法人を含ん

でおります。

３．その他には、台湾、タイ、ベトナム、ニュージーランド、ブラジル等の現地法人の事業活動を含んでおり

ます。

４．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

５．セグメント資産の調整額は、セグメント間取引消去であります。

６．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

７．有形固定資産及び無形固定資産の増加額には新規連結に伴う増加額を含んでおりません。
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前連結会計年度
（自  2020年４月１日

至  2021年３月31日）

当連結会計年度
（自  2021年４月１日

至  2022年３月31日）

１株当たり純資産額 6,660.40円 6,889.76円

１株当たり当期純利益 536.62円 470.39円

項目
前連結会計年度末

（2021年３月31日）
当連結会計年度末

（2022年３月31日）

 純資産の部の合計額　　　　　　（百万円） 371,318 378,856

 純資産の部の合計額から控除する金額

　　　　　　　　　　　　　　　 （百万円）
28,989 35,736

（うち非支配株主持分　　　　　（百万円）） (28,989) (35,736)

普通株式に係る期末の純資産額　（百万円） 342,329 343,120

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普

通株式の数　　　　　　　　　　（株）
51,397,777 49,801,480

項目
前連結会計年度

(自　2020年４月１日
至　2021年３月31日)

当連結会計年度
(自　2021年４月１日
至　2022年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益

　　　　　　　　　　　　　　　（百万円）
27,581 23,748

普通株主に帰属しない金額　　　（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利

益　　　　　　　　　　　　　　（百万円）
27,581 23,748

期中平均株式数　　　　　　　　（株） 51,398,382 50,487,172

(１株当たり情報)

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

３．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）
（自己株式の取得）

当社は、2022年５月10日開催の取締役会において、以下のとおり、会社法第１６５条第３項の規定により読み替えて適用さ
れる同法第１５６条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議しました。

１．自己株式の取得を行う理由
株主還元の充実と資本効率の向上により更なる企業価値向上を図るため。

２．取得に係る事項の内容
（１）取得対象株式の種類　　　　　　　　  当社普通株式
（２）取得し得る株式の総数　　　　　　　　1,500千株（上限）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合3.01％）
（３）株式の取得価額の総額　　　　　　　 100億円（上限）
（４）取得期間　　　　　　　　　　　　　　　　 2022年５月11日～2022年９月22日

５．その他

役員の異動

（１）代表取締役の異動
該当事項はありません。

（２）その他の役員の異動
・新任監査役候補

常勤監査役　森錦司　　　（現　当社品質保証本部　本部長付）

・退任予定監査役
常勤監査役　進士克彦

（３）就任及び退任予定日
2022年６月29日
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